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	主題名
	心を一つに
	内容項目
	B 友情，信頼

	教材名
	十六番目の代表選手
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	内藤選手の思い，彼女に支えられたチームのメンバーの思いから，間接的・精神的な協力に気づかせるため。

	ねらい
	協力には直接的・物理的な協力だけでなく，間接的・精神的な支えによる協力もあることを知り，応援や励ましを進んで実践しようとする。
【理解，判断力】協力には直接的・物理的な協力だけでなく，間接的・精神的な協力もあることを知る。

【心情】間接的・精神的な協力によって支えられ，ものごとを成し遂げられるよさに心を動かす。
【実践意欲と態度】自分も応援や励ましといった間接的・精神的な協力を進んで実践しようとする。

	学習指導過程
	・応援という「協力」について話し合う。
・「十六番目の代表選手」を読み，間接的・精神的な協力について考える。
★応援席の内藤選手の姿から，間接的・精神的な協力があることが分かったか。
★応援や励ましなどを進んで実践しようとしているか。
・よいチームはどのようなチームかについて考える。

※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●道徳の授業
・「十六番目の代表選手」を読み，間接的・精神的な協力について考えさせる。
・『学びの足あと』で振り返らせる。
●体育
・チームでの競技の際，どのような協力の仕方がよいかを考え，生かすように促す。
●日常生活
・身近に，内藤選手のように人やチームを支えてくれる人がいないか探す。
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